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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、19 世紀オスマン帝国の改革を、中央政府と地方社会の相互作用の結果として生じた

ものとして捉え直すものである。その主たる成果として、地方評議会の機能、地方反乱の性格

や背景、地方住民の官僚機構への進出などを分析し、地方住民が国家の政策に影響を及ぼす、

あるいは、国家システムに参入する回路についてその具体的諸相を明らかにしたほか、中央政

府が地方行政の問題に関する政策決定過程において地方官らに諮問する手続きがとられたこと

や、1845 年の地方代表者会議に見られるように、地方有力者の協力を得るために周到な準備を

していたことなどを見いだした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study focuses on the interaction between the central state and the provincial 
societies in the nineteenth-century Ottoman Empire. I have analyzed the workings of 
the local councils, the characteristics and the social background of the local revolts, 
and the provincial people’s entry into the Ottoman bureaucracy, to understand the 
paths through which the provincial people influenced the state’s policy or took part in 
the state system. I have also found out that the central government consulted with the 
local officials on certain matters of local administration in the process of 
decision-making, and that it also made deliberate preparations to call for the local 
notables’ cooperation as exemplified in the gathering of the provincial notables in the 
capital in 1845. 
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１．研究開始当初の背景 
19 世紀オスマン帝国における改革は、従来

「上からの改革」と見なされていたが、近年
では中央政府と地方社会の交渉や相互関係



に着目する研究が現れている。だが、帝国の
中核地域であるバルカン・アナトリア地方に
ついては新しいアプローチによる研究は少
なく、また、帝国全体の動きの中で中央・地
方関係を位置づける見方も不十分である。そ
こで、本研究では、バルカン・アナトリア地
域を主たる対象として、地方社会が中央の政
策や国家体制にいかに影響を及ぼしたかと
いう問題を検討する。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、19 世紀オスマン帝国における中央
政府と地方社会の相互作用を、以下の諸側面
から検討することを目的としていた。 
 
(1) 各行政単位に置かれた地方評議会の役割
を検討し、また、この制度の延長線上に組
織・開催された 1845 年の地方代表者会議に
ついて調査することで、地方と中央との交渉
の諸相を明らかにする。 
 
(2) 中央政府の改革政策に対する地方社会の
反乱や抵抗を検討し、それらの相互連関と、
改革政策に与えた影響について明らかにす
る。 
 
(3) いくつかの地域をケーススタディーの対
象として採り上げ、地方評議会などを通じた
地方社会と中央との交渉を具体的に検証す
る。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は文書史料にもとづく実証的研
究の方法を採る。主として依拠する史料はオ
スマン帝国の公文書であり、それを駆使する
ことによって新たな事実を発見する。 
 
(2) いくつかの地域をケーススタディーの
対象とし、その際には、各地域について詳細
なミクロレベルの研究を行う。そしてそのミ
クロレベルの動向がいかに全体と関わるか
を明らかにする。 
 
(3) 19世紀オスマン帝国の置かれていた状況
やその採用した政策は、他の諸国と共通する
面をもつため、比較史的な手法を用いる。 
 
 
４．研究成果 
(1) オスマン帝国の「タンズィマート」改革
（1839-76）初期における、地方行政・税制
政策の修正について、中央−地方の交渉に着
目しつつ、その政策決定過程を研究した。と
くに、地方統治の基礎単位である郡の行政に
関して、郡評議会を廃止し、徴税と治安維持

を在地有力者の一人に委ねるという改革修
正案をめぐって展開された中央と地方のや
りとりに焦点を当てた。文書史料の精査によ
って、この改革修正案について、地方官から
の意見の聴取によって地方の実情をくみ上
げる手続きがとられ、地方官らが改革の修正
策に対してきわめて慎重な姿勢を示したこ
と、そして、最終的に 1842 年 2 月に、財政
的な危機と地方有力者の懐柔が優先された
形で政策が決定され、郡評議会の曖昧な形で
の廃止、在地有力者から選ばれた郡長の任命、
徴税請負制度の復活が決定されたことなど
が明らかにされた。政策決定過程における地
方官からの意見聴取という手続きの意義を
強調し、タンズィマート改革の新しい側面に
光を当てたこの研究成果は、論文①としてま
ず日本語で公表したが、近い将来に英語等の
外国語で発表すれば、国際的にも通用するオ
リジナリティをもつと考えられる。 
 
(2) オスマン帝国においてタンズィマート
改革期に、各行政単位に設置され、地方官吏
と在地有力者から構成された地方評議会に
ついて、その制度的沿革を住民代表委員の選
出制度を中心にまとめ、オスマン帝国議会制
の起源としての地方評議会の意義について
考察を加えて英語で論考を発表した（図書
②）。これは本研究代表者の既発表の日本語
論文をもとに英語化したものであるが、委員
選出方法等について新しい情報を加え、より
正確に実相を捉えるものとなった。地方評議
会に関して基本的情報を整理し、概観できる
ような研究は他にはなく、今後海外の研究者
によっても参照・引用されることが期待され
る。 
 
(3)オスマン帝国改革期の地方評議会に関連
して、1845 年に各地の地方有力者を首都イス
タンブルに集めて開催された地方代表者会
議について、その規模や開催の目的などを明
らかにした（学会発表⑤）。この研究の主た
る成果は、この会議が総勢約 300名にのぼる、
ムスリム・非ムスリムほぼ同数の地方有力者
を首都に集合させた巨大な政治的イベント
であったが、会議の目的は、地方代表者から
の聴取以上に、中央主導の新しい改革、すな
わち新たな全戸収入調査を始めとする諸政
策を彼らに承認させ、協力を要求することに
あった、という点を明らかにしたことである。
しかし、この研究成果を国内で発表した数ヶ
月後に、トルコ語で全く同じテーマで書かれ
た論文が刊行されていたことが判明したた
め、活字化することは見送らざるを得なかっ
た。今後アプローチを少し変えることで成果
を刊行する予定である。 
 
(4) オスマン帝国においてタンズィマート



改革初期に、主に税制改革に対する不満から
各地で発生した地方反乱について調査し、と
くにアナトリア中部のトカトで起きた事件
を事例に反乱の性格や背景を明らかにした
（図書①）。トカトでは他地域と異なり、中
央から派遣された徴税官が殺害されたこと
が注目される。本研究ではこのような事態に
至った直接の背景として在地有力者と徴税
官の対立、住民の徴税官に対する不満などを
指摘し、また、トカトという町が訴願から暴
力的な反乱に至る様々なレベルの抗議運動
の伝統をもっていたことがより広い背景と
して存在することを明らかにした。さらに、
この反乱における民衆の役割、抗議行動の様
式、ムスリム・非ムスリム関係、そして女性
の役割についても考察を加えた。この時期の
反乱については日本ではこれまで研究がな
く、また、アナトリア地方の反乱について言
えばトルコ以外ではほとんど研究されてい
ない。そのため、今回このテーマに関して初
めて日本語で出版されたことには意義があ
る。 
 
(5) アナトリア南部の町イブラドゥや黒海
東部沿岸地方などを事例として採り上げ、こ
れらの地域社会の、中央との関係や、国家の
改革政策に対する反応について調査した。そ
れによって、この地域の住民が積極的に中央
政府と交渉し、また、官僚機構の中に進出し
たことを明らかにした。イブラドゥに関して
は、この町の 18 世紀に遡る、内部の名望家
同士の対立関係並びに中央との密接な関係
を掘り起こし、とくにタンズィマート期につ
いては郡長職をめぐる有力者たちのライバ
ル関係、有力家系の官僚機構への進出などを
検討した。黒海東部沿岸地域については、こ
の地域の比較的低い階層の出身者が、改革期
以降、シャリーア法廷裁判官及び税関官吏な
どとしてオスマン官僚機構の中に進出した
ことを見いだし、その背景を考察した。この
テーマに関しては海外で学会発表を行い、一
定の評価を得た（学会発表③、④）。 
 
(6) 19世紀オスマン帝国の改革に関わる主要
な基礎史料の抄訳と解説を刊行した（図書
③）。ここで訳出したものはどれも重要な史
料であり、これらが部分訳とはいえ、日本語
で読めるようになったこと、また、最新の研
究動向をふまえた解説を付したことの意義
は大きい。 
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